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 付録（提出していただく資料が含まれています）            4            
付録 1『団体利用案内』 

付録 2『提供できる資料一覧』 

付録３『体験学習利用計画書』⇒必ず2 週間前までにご提出ください。 

付録 4『体験学習利用アンケート』⇒実施後にご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

横浜自然観察の森 

 

体験学習で利用される前に 必ず目を通して下さい。 

ご利用には森の家とは別途ご予約が必要です。 

 

 

 

2017 年度版 

2．ご利用の流れ                       ３ 

 

1．横浜自然観察の森 概要                  ２ 

横浜自然観察の森自然観察センター 

〒247-0013 横浜市栄区上郷町 1562‐1 

TEL：045‐894‐7474  FAX：045‐894‐8892 

Ｅ-mail(yokohama-nc@wbsj.org) 

開館時間 9:00～16:30 
＊休館日：月曜日（月曜祝日の場合は翌日）、年末年始 
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1．横浜自然観察の森の概要 

１） 開館時間 

      ９：００～１６：３０  休館日：月曜（月曜が祝日の場合は、翌日休館）、年末年始 
※ 休館日でも野外は使用できます。 

休館日に使用される場合も利用計画書をご提出ください。 

２） 自然観察センター内設備 

① いきもの展示：園内で出会える生きものの情報や、諸感覚を使って生きものの親 

しみ方を知るための展示を行っています。 

② 研修室：約 100 人（着席時）が利用可能です。ご利用には予約が必要です。 

③ レンジャーカウンター： 

園内のことや生きもののことについて、先生の下見時にレンジャーがご相談にのりま

す。お気軽にご質問ください。 

④ 図書コーナー：生きものに関する図鑑や専門書が閲覧できます。 

（貸し出しはできません） 

   

３） 園内利用の際の注意点 

  ご利用の際には、ルールを守ってご利用いただくようにお願いしております。児童の皆さ

んへも事前、当日の周知をお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※拡声器のご使用は 

お控えください 
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２．ご利用の流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現地の実地踏査 

□実地踏査の日時を必ず事前にお電話（TEL：045-894-7474）ください。 

レンジャーカウンターにて、園内の利用方法や野外活動における安全管理についてご説明し、

プログラム作りや研修室の利用などのご相談もお受けします。 

当日のレンジャーの対応についてもご相談いただけます。詳しくは、「付録 1. 団体利用案 

内」（P.４）をご覧ください。 

□利用するコースは、安全管理のために事前に必ず歩いてご確認ください。 

□「付録 2. お渡し可能な資料一覧」（P.4）から、お選びいただいたものをお渡しすること

ができます 

  

 □体験学習ボランティア※のご紹介もいたします。 

②体験学習利用計画書を提出 

 □「付録 3. 体験学習利用計画書」（P.６）に必要事項を記入し、自然観察センターまで FAX

（045-894-8892）、Ｅ-mail(yokohama-nc@wbsj.org)にてご提出ください。 

□提出期限は、体験学習当日の 2 週間前までです。園内を利用する他校、他団体との混乱を避

けるためにも、必ずご提出ください。ご協力のほどよろしくおねがいします。 

・レクチャー希望の場合、レンジャーから実施可能かどうか等のご連絡をいたします。 

 

③体験学習当日 

□自然観察センターにお立ち寄りいただき、団体受付簿にご記入ください。 

□提出いただいた予約カードと内容に変更がある場合は、お知らせください。 

□レンジャーから当日の園内の危険個所等の情報をご説明します。 

□横浜自然観察の森から貸出した資料をご返却ください。（後日、郵送して頂いても結構です。） 

  

④アンケートのへの回答 

□「付録４．体験学習アンケート」（P.7、8）へのご回答にご協力ください。 

  →FAX（045-894-8892）へお送りください。ご協力のほどよろしくおねがいいたします。 
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付録１ 団体対応案内 
 

●レンジャーの対応： 

10 名以上の団体の場合、2 週間前までにお申し込みいただければ、 

レンジャーによるショートレクチャーを行います。 

お話の内容に関しては、事前にご相談ください。 

 ＜例＞ 

  「注意が必要な生きものとその対処方法」 

  「季節によるみどころ、生きもの紹介」 

  「生きもの観察の方法」 

  「雨の日の生きものたちの過ごし方」 

   

  写真や絵、図などをつかいながらわかりやすく解説します。 

 

※ レンジャーの対応を希望される場合は、提出資料「付録３. 体験学習利用計画書」（P.６）の「対応」の欄

にご記入ください。ただし、来訪者の多い日曜・祝日、他の観察会がある場合などは、対応できないこと

もあります。あらかじめご了承ください。 

※ 研修室利用（約 100名まで利用可能）の場合も、事前のお申し出が必要です。 
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付録 2  横浜自然観察の森から提供できる資料一覧 

お渡し可能な資料 
資 料 名 称 提供可能な数量 内   容 

□1 ガイドマップ 児童数分 「横浜自然観察の森」のカラー版地図 

□2 自然観察マップ  
① ミズキの道（春夏秋冬） 

② コナラの道（春夏秋） 

③ ウグイスの道（夏秋） 

④ タンポポの道(春夏秋冬） 

⑤ 雨の日版＊ 

 

各校、各種 1 部まで 
※ 児童分必要な場合は学校でコピー

してご使用ください。 

 

自然観察に適した場所と、観察する

方法、設問等が書いてあるセルフガ

イド用の地図 

 

□3 けものとらのまき 

タイワンリス＊、タヌキ 

イタチ、ノウサギ、ヒメネズミ、 

アカネズミ、アズマモグラ  

各校、各種１部 

(*印の資料は説明会で配布) 

「横浜自然観察の森」に生息してい

る哺乳類についてまとめたもの。ウ

ォークラリーの問題づくりにも役立

ちます 

□4 樹木ウォッチングマップ 各校１部 ミズキの道 50 種類の樹木リスト 

□5 鳥・かんさつマップ 

(春・夏・秋・冬) 
各校、各種１部 季節ごとに観察できる野鳥のリスト 

□6 ホタル観察の手引き 各校１部 
ホタルを夜間、観察するための手引き

です（５月下旬～７月上旬） 

□7 野外解説板一覧 各校 1 部 園内にある野外解説板の一覧と位置図 

□8 紙芝居一覧 各校 1 部 観察の森オリジナルの紙芝居一覧 

 

＊ 館内が混雑してしまうため、体験学習の当日はカウンターでの児童への資料配布は行っていません。 

＊ 観察道具や工作道具などの貸し出しはおこなっていません。 

貸出可能な資料 

□9 オリジナル DVD 貸出し 「横浜自然観察の森」約 25 分間の DVD。 

□10 紙芝居 貸出し（当日のみ） 生きものの紙芝居。各種あり 

□11 ティーチャーズガイド 

  はじめの一歩 
貸出し 

フィールドで利用できる様々なプログ 

ラム集です。 

□12自然となかよしにな

る活動 
貸出し 

「横浜自然観察の森」で作成、使用され

たワークシート集。 

ダウンロード可能な資料 

にぎわいの森生きものガイド ウェルカムセンターガイドブック  
四季折々の生きもの観察のポイントがわかります。横浜市役所環境創造局 HP よりダウンロードできます。 
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付録３ 提出資料            

(※実施日の 2 週間前までに、直接または FAX、Ｅメールにて提出をお願いします。) 

送信先：横浜自然観察の森 自然観察センター FAX:８９４－８８９２  Ｅメール：yokohama-nc@wbsj.org 

体験学習 利用計画書 

＜利用日＞            （時間） 

2016 年   月   日（   ）  ： 

 ～      月   日（   ）  ： 

＜連絡先＞ 

担当者氏名 

＜雨天時＞   決行   ・   中止  TEL 

＜学校名＞             小学校 FAX 

＜人数＞ 大人  名／子供   名（計    名） 
＜レンジャー対応＞  必要  ・  不要 

＜施設利用＞ 

研修室利用 

雨天時  （有・無）[  ：  ～  ：  ] 

雨天時以外（有・無）[  ：  ～  ：  ] 

レクチャー希望日時（合計 20 分まで） 

  月  日（ ）  ：   ～   ： 

場所 

内容 

昼食場所（例：広場の名称・森の家など）  

  

＜本校の体験学習のねらい＞ 

 

＜進め方・手順＞ 

日付・時間 場所 内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・設置物がある場合にはここに併せてご記入ください 

 

 

施設記入欄   受付年月日：   年    月    日     受付者名：           

※詳細が未定の場合はお手数ですが決まり次第お知らせください。 

※レンジャー対応の実施が可能かどうか等については自然観察センターよりご連絡いたします。 

提出先：横浜自然観察の森 FAX:045-894-8892 

 

 

 

 

 

・コース（ミズキ・コナラ・タンポポ・ウグイス） 
・広場の名称 
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①当日にレンジャーの対応は受けましたか？該当する選択肢に〇をつけてください。  はい        いいえ 

「はい」に〇をした方にお尋ねします。レンジャーの対応内容はいかがでしたか。 

 

 

その理由や対応内容に関してご要望がございましたらご記入ください。 

 

 

②にぎわいの森生きものガイド（ガイドブック）を利用しましたか？  はい       いいえ 

 「はい」に〇をした方にお尋ねします。ガイドやワークシートの内容はいかがでしたか。 

 

 

 

③当日園内で利用したコースについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③当日実施した内容について 

上記の地図にご記入いただいた番号とそれに対応する簡単な内容をお教えください。 

任意番号 簡単な内容 

  

  

  

 

④そのほか、横浜自然観察の森での体験学習利用に関しての要望をご記入ください。 

 

① 学校名         小学校 

②利用日 20  年   月   日～   月   日 

③利用人数         人  学級数    組 

付録４．利用後アンケート 
今後の体験学習対応や森の保全管理計画の参考にさ

せていただくために、アンケートにお答えください。

ご協力お願いいたします。 

 

利用したコースをペンでなぞってい

いただき、下記の地図にご記入くだ

さい。 

また、観察やゲームなどをしたポイ

ントに任意の番号（例：①、②など）

をご記入ください。 

 

満足 やや満足 やや不満 不満 

満足 やや満足 やや不満 不満 


